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山
路

康
弘

ま
が
い
ぶ
つ

大
分
の
磨
崖
仏

問１

磨
崖
仏
と
は
？

答え

磨
崖
仏
と
は
、
そ
そ
り
立
つ

岩
壁
に
仏
像
を
彫
っ
た
り
、

が
ん
じ
ょ
う

く

岩
壁
を
龕
状
に
刳
り
ぬ
い
た
内

側
に
彫
っ
た
り
と
、
自
然
の
岩
壁

や
露
岩
、
転
石
等
に
直
接
彫
ら
れ

た
仏
像
を
さ
し
ま
す
。
中
に
は
線

ぼ
ん
じ

刻
や
梵
字
な
ど
で
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

問２

県
内
の
磨
崖
仏
の
数
は
？

答え

大
分
県
内
で
は
、
１５
市
町
に

約
１
０
０
カ
所
で
磨
崖
仏
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国

内
の
磨
崖
仏
の
半
数
以
上
が
密
集

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

さ
に
大
分
県
は「
磨
崖
仏
の
宝
庫
」

と
い
え
ま
す
。

問３

磨
崖
仏
の
分
布
域
は
？

答え

大
分
県
内
の
磨
崖
仏
の
主
な

分
布
域
は
、
国
東
半
島
を
中

心
と
す
る
県
北
部
地
域
、
大
分
平

野
や
大
分
川
流
域
を
中
心
と
す
る

県
中
部
地
域
、
大
野
川
流
域
を
中

心
と
す
る
県
南
部
地
域
の
３
地
域

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問４

磨
崖
仏
が
多
い
理
由
は
？

答え

古
代
か
ら
仏
教
が
伝
わ
り
、

仏
教
文
化
や
信
仰
が
成
熟
し

ぞ
う
り
ゅ
う

根
付
い
た
こ
と
、
磨
崖
仏
造
立

を
支
え
る
経
済
基
盤
と
し
て
有
力

な
支
配
者
が
い
た
こ
と
、
造
立
す

る
た
め
の
石
材
が
豊
富
で
恵
ま
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問５

磨
崖
仏
造
立
の
違
い
は
？

答え

県
北
部
で
は
安
山
岩
を
含
む

ぎ
ょ
う
か
い
か
く
れ
き
が
ん

凝
灰
角
礫
岩
に
造
立
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
く
、
彫
り
方
は

半
肉
彫
・
浮
彫
で
す
。
県
中
部
や

よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

県
南
部
で
は
溶
結
凝
灰
岩
に
造

立
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ほ

と
ん
ど
が
厚
肉
彫
・
丸
彫
で
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

問６

磨
崖
仏
は
誰
が
造
っ
た
の
？

答え

造
立
者
に
つ
い
て
、
県
北
部

に
ん
も
ん

に
ち

は
仁
聞
菩
薩
、
県
中
部
は
日

ら

れ
ん
じ
ょ
う

羅
、
県
南
部
は
蓮
城
法
師
と
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、

県
北
部
で
は
宇
佐
神
宮
や
六
郷
満

山
、
県
中
・
南
部
で
は
天
台
宗
の

寺
院
や
豊
後
大
神
氏
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問７

国
宝
の
磨
崖
仏
は
？

答え

国
内
の
磨
崖
仏
で
唯
一
の
国

宝
は
「
臼
杵
磨
崖
仏
」（
臼

杵
市
）
で
す
。
１
９
９
５
年
６
月

１５
日
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

（
２
０
１
７
年
９
月
１５
日
に
金
剛

力
士
立
像
２
躯
が
追
加
指
定
）。

ま
た
、
彫
刻
と
し
て
も
九
州
で
初
め
て
の
国
宝
で
す
。

１９２

スポーツ・芸能

１９３

８９

幸
重

陽
子

●
坂
が
急
や
け
ん
、
後
ろ
か
ら
せ
っ
ち
ょ
く
れ

せ
る＝

押
す

大分弁あれこれ

大
分
の
ロ
ケ
地

問１

映
画「
デ
ト
ロ
イ
ト
・
メ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
」は
？

答え

豊
後
大
野
市
で
す
。
原
作
者

若
杉
公
徳
の
故
郷
犬
飼
町
を

中
心
と
し
て
数
々
の
名
シ
ー
ン
が

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
犬
飼
町
は

フ
ァ
ン
の
聖
地
と
し
て
注
目
さ

れ
、
撮
影
し
た
場
所
に
は
今
で
も

多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

問２

映
画
「
カ
ラ
ア
ゲ
☆
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
は
？

答え

宇
佐
市
で
す
。
宇
佐
神
宮
や

院
内
町
の
石
橋
、
四
日
市
の

海
岸
な
ど
印
象
的
な
場
所
で
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン

の
中
に
唐
揚
げ
の
名
店
が
多
数
登

場
し
、
唐
揚
げ
の
魅
力
を
存
分
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問３

映
画
「
綱
ひ
い
ち
ゃ
っ
た
！
」
は
？

答え

大
分
市
で
す
。
世
界
大
会
で

３
回
の
優
勝
経
験
を
持
つ
大

分
コ
ス
モ
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｔ
Ｃ
に
着

想
を
得
ま
し
た
。
井
上
真
央
が
演

じ
た
主
人
公
は
、
大
分
市
役
所
職

員
を
モ
デ
ル
と
し
て
制
作
さ
れ
た

ご
当
地
映
画
で
す
。

問４

映
画
「
な
ご
り
雪
」
は
？

答え

臼
杵
市
で
す
。
津
久
見
市
出

身
の
伊
勢
正
三
が
作
詞
作
曲

し
た
「
な
ご
り
雪
」
が
モ
チ
ー
フ

た
け
よ
ひ

で
す
。
二
王
座
や
う
す
き
竹
宵
な

ど
の
幻
想
的
な
シ
ー
ン
が
、
大
林

宣
彦
監
督
の
演
出
に
よ
っ
て
さ
ら

に
美
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

問５

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
１９
」
は
？

答え

佐
伯
市
で
す
。
社
員
旅
行
で

大
分
を
訪
れ
た「
鈴
木
建
設
」

ご
一
行
。
佐
伯
が
誇
る
あ
つ
め

し
、
ご
ま
だ
し
う
ど
ん
、
雪
ん
子

ず

し
寿
司
な
ど
、
新
鮮
な
魚
介
類
は
、

ハ
マ
ち
ゃ
ん
（
西
田
敏
行
）
を
は

じ
め
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ
ッ
フ
を
魅
了
し
ま
し
た
。

問６

映
画
「
僕
達
急
行
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
は
？

答え

玖
珠
町
で
す
。
鉄
道
好
き
の

小
町
（
松
山
ケ
ン
イ
チ
）
と

小
玉
（
瑛
太
）
は
、
車
窓
か
ら
美

し
い
景
色
が
楽
し
め
る
九
州
を
旅

し
ま
す
。
特
に
旧
豊
後
森
機
関
庫

は
、
森
田
芳
光
監
督
の
お
気
に
入

り
で
し
た
。
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